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１．次の下線部のカタカナを漢字に直せ。 

 

１）自動車 ギ ジ ュ ツ の 発展       ２）人体に ユ ウ ガ イ な物質 

 

３） ゼ ン ケ イ 姿勢で整備する       ４）給油の カ ン カ ク を空ける 

 

５）電気的な コ シ ョ ウ 箇所がある     ６）配線から ロ ウ デ ン する 

 

７）ボルトを シ めつける           ８）車体重量の ヘ イ コ ウ を保つ 

 

９）表の ク ウ ラ ン に記入する       10）安全機能を ト ウ サ イ する 

 

 

 

 

２．次の下線部の漢字のふりがなを示せ。 

 

１） 月 極 の駐車場            ２）車両性能データを 捏 造 する 

 

３）世間の 耳 目 を集める         ４）登録を 抹 消 する 

 

５）事故処理で 憔 悴 する         ６）車両を 牽 引 する 

 

７） 漸 次  修理が増えていく       ８）新車の発表に心が 逸 る 

 

９） 剃 刀 のように鋭利な工具       10）お客様に感謝され喜びも 一 入 だ 

 

 

 

 

 

1）    2）   3）   4）   

5）    6）      7）      めつける 8）   

9）    10）    

1）   2）    3）   4）       

5）     6）      7）     8）    る   

9）    10）     



３．次の文章を読み、次の各問に答えよ。 

 日本は高齢化社会である。令和４年度の内閣府の発表によると総人口に占める 65 歳以上の割合、いわゆる高

齢化率は 29％にもなるという。加えて 75 歳以上の割合は 15.5％であり高齢化は止まることがない。これは運転

免許証の保有者割合にも相関しており、65 歳以上の運転免許保有者は全体の約 24％、75 歳以上では約 8％とな

っている。この高齢化問題は交通事故の様相にも大きく影響をしている。報道によると高齢者の交通事故の原因

がブレーキとアクセルの踏み間違いやハンドル操作ミスといった運転操作に起因するものが多いことに加え、認

知能力の低下により高速道路を逆走して大事故を起こしてしまうという事例も後を絶たない。高齢者は視覚刺激

に対する反応速度が遅くなるとともに、関節の可動範囲が狭くなり筋肉量が低下するといった身体的劣化が避け

られない。また「認知症」という名称で定義される認識機能の低下も 看 過 (1) できない。これらのことより、

日本国内における車社会が今後、発展するためには「高齢者対策」というキーワードが必要不可欠であることが

分かる。識者の中には「自動車社会の高齢化問題」を議論するとき、安易に自動運転技術や運転支援システムの

導入を主張する向きもあるが、これには 一 抹 の 憂 慮 が 拭 え な い  (2) 。自動運転とは運転操作をドラ

イバーではなくシステムに行わせるものではあるが、これは自動車に乗って目的地まで移動したいというドライ

バーの意志を基にした機能であるし、安全に運行できるように運転操作をサポートする運転支援システムにおい

ても、主権はあくまでドライバーにある。つまりは  自動車を利用する人が高齢者である場合は、ドライバー

としての資質や資格を正しく現有しているかが問われてくる。  運転免許返納の制度化なども含め、将来、避

けては通れないドライバーの高齢化に対する問題に効果的に対応できるよう、自動車に基づくハード面とドライ

バーに基づくソフト面との両方の課題に対するバランスが今後は問われることになるであろう。 

 
１） 下線部（１）「 看 過 」の対義語を選び、〇を付けよ。 

（   ） 偶 発 

（   ） 開 発 

（   ） 摘 発 

（   ） 触 発  

 
２） 下線部（２）「 一抹の憂慮が拭えない 」の意味に似た言葉として最も適切なものを選び、〇を付けよ。 

（   ） やや心配な点がある 

（   ） 大まかには賛成である 

（   ） ぜひ歓迎されることである 

（   ） 熟考する問題点がある 

 

３） 下線部（３）の「自動車を利用する人が～正しく現有しているかが問われてくる。」とは具体的にどのよう

なことか。１４０字以内で示せ。解答は横書きにて記入のこと。  

                    

                    

                    

                    

                    

                    

                    

 


